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違
い
な
い
が 、
こ
う
し
た
資
金
を
長
期
に
参

三
年
後、
数
年
後
に
事
故
発
生
す
る
の
が
通

ぃ

｀

 

入
し
て
く
る
こ
と
へ
の
不
安
は
ぬ
ぐ
え
ず 、

常
で
あ
る 。

絡
金
減
耗
の
要
素
は
麻
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

昭
和
二
十
七
年
制
度
発
足
以
来 、
そ
の
時

[

な
い 。

々
の
時
代
の
要
請 、

情
勢
の
変
化
に
応
じ
改

5

[

戸
国
国`
膚
膚E
(
（）

ち
な
み
に
昭
和
五
十
二
年
度
全
国
協
会
の

正
を
重
ね
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
が 、
漁
業

枷

保
証
状
況
を
み
る
と 、
こ
の
緊
急
資
金
の
率

信
用
基
金
協
会
の
保
証
も
政
策
要
諮
に
よ
る

’

4
ノ

基
金
協
会
専
務

藤

原

］

は
総
保
証
残
高
の
う
ち
三
六
％ 、
漁
業
近
代

保
証
の
拡
大 、
大
型
化 、

長
期
化
の
傾
向
が

[

巾
小
漁
業
融
資
保
証
制
度
設

あ
ろ
う 。

化
預
金
を
除
く一
般
野
金
で
は
五
六
96
と
な

強
ま
り 、
こ
れ
を
消
化
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

吋

:
[
〗

it

一

〗
〗[
〗
〗[

三
〗
〗

二[
[
[
〗
〗[
[
〗
〗
〗

〗

ら
ず 、
こ
う
し
た
情
勢
に
対
応
し
て
漁
業
金

期 、
低
利
の
資
金
を
淋
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ

回
収
が
な
さ
れ
れ
ば
問
題
は
な
い
が 、
金
激

当
11 、

香
化
町
「
ふ
る
さ
と

資
挨
拶
に
た
っ

た
版
井
兵
州
県
む
か
っ

た 。
本
年
の
放
魚
は
特
ぃ

融
の
砦
で
あ
る
漁
業
は
用
基
金
協
会
が、

如

り
経
党
の
立
て
旗
し
を
図
り 、

安
定
へ
向
わ

と
い
う
も
の
は
今
日
保
証
融
貧
し．
て
明
日
事

＾

＞

＂

祭
り」
も
あ
っ

て 、
式
典
の
雰

知
事
は 、
二
百
カ
イ
リ

対
策
並
に
昨
れ
か
か
る
夕
間
の
な
か
叫

佃
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か
考
え
る
べ
き
で

せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
前
向
き
と
言
え
る
に

故
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
く 、
一・一
年
後、

9,

9

9
9

9
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肌
気
は
よ
り一
府
も
り
あ
が
っ

ら
び
に
沿
岸
漁
業
賑
興
施
策
の

で 、
五
0
隻
に
及
び
協
餃
船
が

，

習
船「
但
州
丸」

身
的
な
奉
仕
で
毎
日
水
を
ビ
ス

袋

た
も
の
に
な
っ

た
。

式
典
に

強
力
な
推
進
を
強
濶
し
た 。

放
魚
船
を
取
り
皿
む
と
い
う
洞

神
主
に
よ
る
修
祓
の
あ
と 、

頓玉
手
ぬ
ぐ
い
を
手
渡
す
と
い
う
ひ

．`

ぐ

で
の
体
験
航
海
ト
シ
輸
送
し
て
も
ら
い 、
急
場

は 、

坂
井
兵
庫
県
知
事
は
じ
つ
づ
い
て 、

帰
郷
中
の
衆
議
院

出
効
果
も
あ
り 、

よ
り
感
動
的
次
放
魚
が
行
な
わ
れ
た
が 、
そ 一
と
堺
も
あ
り 、
な
ご
や
か
な
う―

t.
.

;

実
習 、
船
内
食
を
し
の
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し

こ。

一

め 、

国 、

県、
市 、
町
の
水
産

議
貝
谷
祥一
先
生
が
兵
府
県
水
な
も
の
と
な
っ

i

の
な
か
で 、
し

ぶ
き
に
茄
れ
た一
ち
に
祭
事
ガ
端
終 ，J
し
た 。

＿

の
つ
く
り
方
講
た 。
又 、
受
講
生
の
食
事
の
恨

閲
係
者 、

系
統
団
体 、
漁
協
青

産
業
の
今
日
的
使
命
を
切
に
述

主
船
「
新
但
馬
丸」
で
は 、
一
知
市
に 、

Ili
ill
県
訛
連
会
長
が

―

習 、

竹
野
浜
漁
話
は 、

全
て
沖
居
山
沿
訛
協
婦

壮
年
部、
婦
人
部
の
代
表 、

市
べ
ら
れ
た 。

．訟

協
の
定
骰
網
や

人
部
の
奉
仕
活
動
に
依
存
し
ま

忍、

中
恩
式
魚
類
旋
し
た 。

、

亭、

．硲
＇
究

A
 

し

て

―

場
関
係
者
ら一
九
0
名
が
参
列

祭
巾
の
あ
と 、

限
水
試
淵
代

9 く＇

‘

る

殖
施
設 、

香
住

優
秀
な
漁
業
後
継
者
育
成
を

し
た 。
神
事
で
は 、

山
田
県
漁
船
「
新
但
馬
丸」
県
立
丙

乳

漁

業

後

継

者

育

成

め

ざ

覇・

巡
会
長
に
よ
る
主
佃
者
祭
閥
の一
校
練
普
船
「
し
り
う
す」
並
び

5
、い
’]

9

え

漁
業
無
線
局、

め
ざ
し ：
わ
ず
か
四
泊
五
日
間

怠～

、
ふ

・
ヤ

あ
と
各
界
代
表
の
韮
巾
奉
莫
が一
に
香
住
町
油
協
所
屈
船
三
隻
に

合

真
鴨

た

翡
山
泄
漁
協
の
水
産
教
室
で
す
が 、

多
額
の

但
馬
少
年
水
産
教
室
「
K
C
C
」

開
催

＿

玲

執
り
行
な
わ
れ
た 。
ま
た 、

来 ・
分
乗
し 、

香
住
沖
放
魚
点
へ
と

←

9
信

き

の
水
産
施
設
な

経
費
と
多
勢
の
講
師
陣
を
要

恐＇

；

雲

を

ど
の
見
学
実
習
し 、
し
か
も
目
に
見
え
な
い
多

洵
の
素
昭
ら
し
さ
と
洞
の
恐

と 、

香
住
府
校
の
ほ
か
に 、
翌

翡
校
水
産
科
の
独
立
閻
関
を
踏

"
,

r

,＂

体

等
々 、

び
っ
し

く
の
方
々
の
奉
仕
活
動
に
よ

で

ろ
し
さ
を
知
り 、
立
派
な
漁
業
岡
市 、
竹
野
町 、

舌
住
町 、
浜

ま
え 、
但
馬
の
み
な
ら
ず
県
下

斧

り
詰
ま
っ

た
日
り 、

水
産
教
室
が
維
持
さ
れ
て

練

・
後
継
者
に
育
っ

て
欲
し
い

ー

坂
町
の一
市一—
i

町
と
肌
馬
粕
洵

全
域
の
「
香
住
麻
校
水
産
科」

〗

々 ，
”'

，

炎

程
を
こ
な
し
て
い
る
わ
け
で
す 。
漁
業
後
継
者

ヽ
，
必

ダ

圃

と
い
う
願
い
を
こ
め
て 、
但
馬

各
梱
協
と
で
組
織
す
る
但
馬
漁
で
あ
る
こ
と
を
広
く
認
識
し
て

＇

一

ゆ
き
ま
し
た 。

育
成
事
業
に
深
い
御
理
解
を
い

羞'

少
年
水
産
教
室
が 、

さ
る
ヒ

月
業
後
継
者
脊
戚
対
策
協
議
会
や

も
ら
う
た
め
に 、

県
漁
述
の
全

今

9

:

夕

又
夜
に
は 、

交
た
だ
き 、

今
回
の
水
産
教
室
に

.＂
禽

二
十
七
日
か
ら
三
十一
u
ま
で

股
岡
股
林
事
務
所
水
産
課
但
馬
而
的
な
協
力
を
得
て 、
K
C
C

象

＂

ツ

歓
会
を
開
い
た

多
大
な
る
御
協
力
を
賜
わ
っ

た

四
粕
五
日
の
日
程
で 、

第
七
回

普
及
班
も
加
わ
っ

て 、

教
育
機

史
上
初
め
て
顧
戸
内
洞
地
区
の

裕

力

ほ
か 、
マ
グ
ロ

津
居
山
浩
漁
協
を
は
じ
め
と
す

香
住
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

関 、

行
政 、

普
及
の
各
部
門
及
漁
村
か
ら
も
受
講
生
を
迎
え
た

會ぇ
5

延
縄
や
ト
ロ
ー

る
関
係
者
の
方
々
に 、

紙
上
を

ジ
（
香
仕
翡
校
に
よ
る
地
城
社

び
漁
業
団
体
が一
体
と
な
っ

て

こ
と 、
な
ど
の
点
で 、

従
来
に

ク

＾

｀

，
ル
漁
業
の
記
録
偕
り
て
限
く
御
礼
申
し
上
げ
る

．，中汽ぶ”‘
,

ぷ

会
大
学 、

略
称
K
C
C
)
と
併
「
削
の
教
室」
を
間
佃
し
て
い

な
く
意
義
深
い
水
産
教
室
と
な

く

映
画
を
み
た

と
共
に 、
今
後
尚一
府
の
御
支

わ
せ
て
開
佃
さ
れ
ま
し
た 。

る
こ
と
と
の
二
点
に
お
い
て 、

り
ま
し
た 。

‘••
 

＇

り 、

台
風
の
話

援 、

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

全
く
ユ
ニ
ー
ク
な
C
C
と
な
っ

そ
の
講
師
陣
も 、
河
口
先
生

t
,

r
 

.

.

 

、

や
天
気
図
の
見
げ
ま
す。

は 、

も
と
も
と
「
町
か
ど
の
大
て
い
ま
す 。
更
に
今
年
の
K
C

を
は
じ
め
と
す
る
香
住
翡
校
の

パ

学」
と
も号い
わ
れ 、

県
教
行
委
C
は 、
①
川
の
漁
業
後
継
者
対

先
生
方
に 、
助
手
と
し
て
各
市

．

、、

方
等
の
ス
ラ
イ

（
豊
岡
農
林
事
務
所

貝
会
が
県
下
の叶向
校 、

大
学
な

策
引
菜
の
実
施
に
伴
い 、
本
県

町 、

翌
岡
股
林 、

黙
水
賄
課
の

ド
講
習
会
も
行

水
産
課
但
馬
普
及
班）

ど
教
行
機
関
を
利
IIJ
し
て
地
域

も
モ
デ
ル
原
の
指
定
を
受
け
た

担
当
者
が
加
わ
り 、
総
翌
平

砂 、

神．
戸
市 、
生
穂
の
各
憔
協
カ
ッ
タ
ー 、

手
旗 、

結
索 、

水一
っ

て 、
洵
に
関
す
る
知
識
を
深

ご
と
に
開
佃
し
て
い
る
市
民
講
こ
と
か
ら 、
そ
の一
閤
と
し
て
五
名
余
り
に
及
ぶ
漆
旅
な
頻
ぶ

関
係
中
学
校
の
生
徒
十
三
名
で

泳
な
ど
の
梅
粋
訓
練
を
行
っ

た

め
ま
し
た 。

総
努
四
卜

八
名
で
し
た 。

ほ
か 、
但
馬
の
漁
業
や
瓶
史 、
一

折
悪
く 、

水
産
教
室
を
開
佃

附
で 、
K
C
C
も
そ
の―
つ
で

の
「
但
馬
少
年
水
産
教
火ふ」
を
れ 。

期
間
巾 、

受
講
生
は
全
只
セ

栽
培
漁
業
に
関
す
る
座
学
講
刊＿
し
た
沖
居
山
地
区
は 、
近
年
に

他
の
C
C
が
全
て
成
人

兼
ね
た
こ
と 、

®
律
屈
山
池
漁

一
方 、

受
請
生
は 、
但
馬
側

す
が 、

府
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対

協
が
全
lrl
に
先
が
け
て
今
春
竣
か
ら
数
岡
市
立
池 、

芥
仕
第
ン
タ
ー

で^
＂
術
し 、

午
前
六
時

香
住
翡
校
沿
倅
漁
業
実
習
船一
な
い
日
照
り
続
き
で 、

期
間
巾

し 、
K
C
C
の
場
合 、
対
象
を
エ
さ
せ
た
ば
か
り
の
漁
村
珠
境
一

、
浜
坂 、
竹
野
の
四
中
学
校
に
起
He 、
午
後
十
時
就
襄
の
規

「
し
り
う
す」
に
よ
る
刺
網 、

一
は
水
道
水
が
全
く
出
な
い
有
様

当
初
か
ら
中
学
三
年
の
漁
業
後
改
氾
総
合
セ
ン
タ
ー

を
会
鳩
と
の
生
徒
三
十
五
名 、

初
参
加
の一
叫
正
し
い
生
活
を
送
る
と
共
一
本
づ
り 、

た
こ
つ
ぼ
な
ど
の

で
し
た
が 、
津
居
山
池
漁
協
職

川
よ
川
猟
こ

分
か
れ
て

漁
業
実
料 、

詞
校
追
罪
漁
業
棟一
員
や
翌
岡
市
の
担
当
職
貝
の
献

t

に
し
ぽ
っ

て
い
る
こ
とー
し
て
利
川
し
た
こ
と 、

③
香
rE-
円
而
側
か
ら
坊
勢 、

家
恥 、

翡
こ

ー
ー
ー

1
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